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令和4年度事業計画（案）
　現在、新型コロナウィルスが終息することを期待しつつ、次の『出雲学フォーラム』や研修旅行、それに新しい講座の計画（実施は令和4年度の見込み）を進めております。開催時期についてはいましばらく様子をみる必要がありそうですが、ワクチン接種等により、活動再開時期が早く訪れることを祈りつつ、準備を進めて参りますので、いましばらくお待ちください。

　なお、荒神谷博物館で毎月開催している「風土記談義」及び「荒神谷特別講演会」は、感染対策を取りながら実施しております。参加ご希望の方はお問い合わせください（いずれも事前予約制です）。
―――――　文化振興関連事業　―――――
（収入計400千円、支出計300千円、収支計100千円）

■「風土記談義」（自主事業）

　　平野理事・杉岡理事が風土記を読み進める講座。現在、平野理事による出雲国風土記及び杉岡理事による逸文（引用文として登場する風土記記載記事）をテーマに進行中。状況を見ながら午前1回開催、完全事前予約性解除も検討。
　　日　時　：　原則毎月第３日曜　10：00～11：30、13：30～15：00
　　場　所　：　荒神谷博物館　交流学習室
■荒神谷博物館特別講演会（自主事業）

　　学芸員等、専門家を招聘して行う講座。状況を見ながら実施。
　　日　時　：　原則、毎月第3土曜　
　　場　所　：　荒神谷博物館　交流学習室ほか
　　※事前予約制
■地域密着型講座『おもしろ出雲学講座』シリーズ第1弾
『おもしろ出雲学講座in出雲』
　　ひとくちに“出雲”といっても、各地域それぞれに興味深い歴史や文化が伝わっている。これらを地域のみなさんとともにしっかり掘り下げ、楽しく学ぶ講座のシリーズ。

　　第1弾として、出雲市を会場にスタート。
　　日　時　：　原則、偶数月第4日曜　10：00～11：30　
　　　　　　　　4/24，6/26、8/28、10/30（第5日曜）、12/25、2/26
　　場　所　：　パルメイト出雲
■地域密着型講座『おもしろ出雲学講座』シリーズ　企画実施
　第2弾以降の企画実施。早く準備できれば第2弾を今年度中にスタート。
―――――　文化系・歴史系資料館等の管理運営及びコンサルティング事業　―――――

（収入計40,500千円、支出計40.500千円、収支計0千円）

■荒神谷史跡公園及び博物館指定管理事業

遺跡の再整備がほぼ終了し、再び埋納現場を見学できるようになった。

青銅器の謎に迫る特別展は、おおむね九州地方の青銅器展示を終え、今年度から本土、四国、そして近畿地方へと展示を展開していく予定。今年度は山口県の青銅器を中心に取り上げて展示。
また、地域の歴史文化をテーマにした企画展（秋）は、2年目の西村学芸員が準備中。
―――――　地域関連グッズ等の商品開発及び販売事業　―――――

（収入計2,300千円、支出計2,000千円、収支計300千円）

■ミュージアムショップ（自主事業）

　　博物館の魅力のひとつとして運営。引き続き魅力的な商品を集め、展開予定。
　　荒神谷博物館の来訪者は、歴史文化に深く興味を持つ層が多いため、今年度は特に書籍を中心に商品の見直しを行う計画でいる。
―――――　関連書籍の制作及び出版事業　―――――
（収入計3.000千円、支出計5,300千円、収支計▲2,300千円）
■『出雲弁ポケット辞典（仮）』発行】

　　・7年前から準備を進めていた出雲弁の辞典の完成を目指します。

■出雲弁「ほっこり」「ドッキリ」エピソードの収集と小冊子作成

　　・出雲弁が思わず出て笑った話、標準語だと思っていた出雲弁で会話が通じなかった話など、出雲弁にまつわるエピソードを募集。会員の皆様はもちろん、広くエピソードを集め、辞典の発行に合わせてエピソード集を作成。

■『出雲神話ゆかりの地めぐり（仮）』書籍発行

　　・神話博しまねの頃に島根日日新聞で掲載した101回のシリーズを書籍として出版。

■その他引き続き各種出版物を販売
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